
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１０月６日 

保護者の皆様 

川崎市立東高津中学校   

校長 西村 昌也 

 

令和５年度 川崎市学習状況調査、全国学力・学習状況調査 

結果の概要と今後の取組について 

 

日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。４月１３日（木）

に行いました１～３年生対象の川崎市学習状況調査の結果と、４月１８日（火）・５月２日（火）に

行いました３年生対象の全国学力・学習状況調査の結果をご報告します。本校では「令和５年度の

重点目標」の実現に向け、日々の教育活動に取り組んでおり、今後は本調査結果を生かした取組を

さらに進めてまいります。なお、本調査によって測定できるのは生徒の実態の一部であり、学校に

おける教育活動の一側面ですので、本資料につきましては、本校の教育活動の成果と課題を把握す

るための一つの指標としてお考えください。また取組の様子は、今後の学校だよりや学年だより、

学校報告会や説明会等でもお伝えします。 

令和５年度の重点目標 『人にやさしい学校づくり』 

（１）基礎・基本の定着と確かな学力の育成【授業力の向上】 

（２）自己有用感の持てる生徒の育成【特色ある教育活動の推進】 

（３）支援教育の充実【校内支援体制の強化と推進】 

（４）積極的な生徒指導の充実【問題行動・いじめの未然防止とチームでの対応】 

（５）家庭・地域との連携【地域とともに歩む学校】 

令和５年度 川崎市学習状況調査 １年生 

令和５年度 川崎市学習状況調査 ２年生 

令和５年度 川崎市学習状況調査 ３年生     全国学力・学習状況調査 ３年生 

・国語・数学・社会・理科・英語の「授業がわかる」は 69ポイントでした。全国調査「自分と違う意見に

ついて考えるのが楽しい」「課題解決に向けて自分で考え取り組む」は、ともに全国平均を７ポイント上

回りました。学習意欲の高さを生かし、理解を深められるように授業改善を進めていきます。GIGA端末

を効果的に活用し、各教科で学び合う活動や個に応じた学びを実践していきます。 

・「自分にはよいところがある」は 71ポイントでした。「友だちのよいところを認め合う」が 91ポイント

と高いので、各教科での学び合いを通して自己有用感を高め、教育活動全体で挑戦する気持ちを育てて

いきます。 

・「将来の夢や目標を持っている」は 70ポイントでした。全国調査「授業で学んだことを他の学習で生か

す」は、全国平均を上回りました。学習内容を日常生活と結びつける活動を意識的に取り入れ、自己の

生き方について前向きに考えられるようにしていきます。 

・全国調査「地域社会をよくするためにすべきことを考える」は全国平均と同等でした。前回調査からは

30ポイント近く改善が見られました。創立 40周年を機に、地域についてできることを考えてきた成果

と捉えています。今後も地域との関わりを意識する学習を取り入れ、ポイントアップを目指します。 

 

 

 

 

・国語・数学・社会・理科・英語の「授業がわか

る」は 74ポイントでした。よい状況と捉えていま

すが、次年度へポイントアップを目指します。基

礎・基本の定着に向けて、振り返りを充実させる

活動を重視していきます。 

・「思考・判断・表現」については、課題があると捉

えています。言語活動の充実を図り、他者の意見

をもとに自らの考えを深め、表現できるようにす

るなどの授業改善を進めていきます。 

・「自分によいところがある」は 74ポイントでし

た。次年度へポイントアップを目指します。「友だ

ちのよいところを認め合う」が 89ポイントと高い

ので、各教科での学び合いを通して自己有用感を

高め、教育活動全体で挑戦する気持ちを育ててい

きます。 

・「将来の夢や目標を持っている」は 78ポイントで

した。学習内容を日常生活と結びつける活動を意

識的に取り入れ、さまざまな教科で自己の生き方

について前向きに考えられるようにしていきま

す。 

 

・国語・数学・社会・理科・英語の「授業がわか

る」は 65ポイントでした。次年度へポイントア

ップを目指します。基礎・基本の定着に向けて、

振り返りを充実させる活動を重視していきます。 

・「思考・判断・表現」については、課題があると

捉えています。言語活動の充実を図り、他者の意

見をもとに自らの考えを深め、表現できるように

するなどの授業改善を進めていきます。 

・「自分にはよいところがある」は 67ポイントでし

た。1，3年を 5ポイント前後下回っており、課題

であると捉えています。「友だちのよいところを

認め合う」が 91ポイントと高いので、各教科で

の学び合いを通して自己有用感を高め、教育活動

全体で挑戦する気持ちを育てていきます。 

・「将来の夢や目標を持っている」は 67ポイントで

した。学習内容を日常生活と結びつける活動を意

識的に取り入れ、さまざまな教科で自己の生き方

について前向きに考えられるようにしていきま

す。 


